令和３年１１回瑞浪市農業委員会総会議事録

	開催日時
	令和３年１１月２９日（月）
午後　２時００分　開会　　　
午後　２時５０分　閉会

	開催場所
	瑞浪市役所　４階　全員協議会室

	議　　長
	永井　恒　会長　　

	出席委員

（２０名）

	委員
	板　橋　茂　晴
	安　田　清　和

	
	
	渡　邉　美　孝
	永　井　　　恒

	
	
	大　山　理　晴
	勝　股　増　夫

	
	
	伊　藤　征　史
	鈴　木　録　郎

	
	
	奥　村　正　子
	足　立　正　之

	
	
	土　屋　敏　子
	

	
	
	
	

	
	農地利用最適化推進委員
	岩　嶋　貞　夫
	加　納　富　雄

	
	
	伊　藤　道　子
	勝　股　重　雄

	
	
	三　輪　徳　夫
	板　橋　仁　晃

	
	
	櫻　井　公　紀
	有　我　俊　春

	
	
	渡　邉　俊　美
	

	欠席委員
（３名）
	
	鵜　飼　重　光
	水　野　安　喜

	
	
	日比野　由美子
	

	事務局
	事務局長　市　原　　憲　

局長補佐　水　野　義　康
主　　査　兼　松　淳　史
主　　事　日比野　有　真
事務職員　大　竹　喜　彦

	付議事項

議第１号　　農地法第３条の規定による許可申請について
議第２号　　農地法第５条の規定による許可申請について
議第３号　　農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地
　　　　　　利用集積計画（案）について
議第４号　　農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想の変更
について
付議の内容については別紙のとおり


	永井会長

	（挨拶）　
　それではただ今から、令和３年第１１回瑞浪市農業委員会総会を開会いたします。瑞浪市農業委員会の会議規則第３条の規定により、議長は会長が務めることになっておりますので、私が議長の職を務めさせていただきます。

本日、鵜飼重光委員、水野安喜委員、日比野由美子委員から欠席する旨の通告がありましたので、報告したします。従いまして、本日の出席委員は、農業委員１１名、推進委員９名でありますので、農業委員会等に関する法律第２７条第３項の定足数であります過半数に達しており、総会は成立いたしました。

　それでは、議事日程に従って進めてまいりますので、委員各位のご協力をお願いいたします。

	議　長
	　日程第１、議事録署名委員の指名について、これを議長から指名させていただくことにご異議はありませんか。

	委　員
	（異議なしの声）

	議　長
	　それでは異議ないものと認め、議事録署名委員は、渡邉俊美委員と土屋敏子委員の２名を指名いたします。　　

なお、本日の議事録書記は、事務局を指名いたします。

	議　長
	それでは日程第２に入ります。
議第１号「農地法第３条の規定による許可申請について」を議題といたします。

鈴木録郎委員、説明をお願いします。

	鈴木委員
	去る１１月２２日に、大山理晴職務代理、水野安喜委員、水野事務局長補佐、日比野主事、私の５名で現地確認をいたしました。
議第１号　農地法第３条の規定による許可申請につきましては、１件であります。

内容といたしましては、畑が１筆で、面積181.52㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	日比野主事
	それでは、議第１号　農地法第３条の規定による、許可申請について、ご説明申し上げます。
今月の申請は１件でした。議案集の２ページから４ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　３－２２番）
申請地は、釜戸町中大島地区にあります、釜戸郵便局から東へ２５０ｍのところに位置しております。
こちらは、譲渡人が高齢で後継者がいないため、譲受人が自宅に隣接する申請地を取得し、農業経営を拡大するよう申請するものであります。
取得後における耕作の事業に供すべき農地の面積は、２ページに記載しておりますが、譲受人の経営面積が1,701㎡、取得する農地の面積が181.52㎡で、合計1882.52㎡となります。農地法３条の定める最低経営面積2,000㎡を満たしておりませんので、通常は許可することができません。
こういった場合は、現況をもとに、許可の可否を判断することになります。
４ページをご覧ください。
図面下側に農地法施行令からの抜粋を載せています。「最低経営面積未満での権利取得の要件」として、「その位置、面積、形状等からみてこれに隣接する農地と一体として利用しなければ利用することが困難と認められる農地につき、当該隣接する農地等を現に耕作又は養畜の事業に供している者が権利を取得する場合」と規定されています。
そこで、現況を見ますと、申請地のすぐ西側に、譲受人の自宅と耕作地があります。申請地東側の伊藤さん、鶴田さん宅は、申請地より１．３メートルほど嵩上げされた土地の上に建っておりまして、申請地に直接入ることはできません。
申請地に入るには、赤い矢印に沿って、紫色の通路を通る必要がありますが、こちらは譲受人の私有地となっておりまして、譲受人以外の他人が、私有地を通って耕作することは現実的ではありません。
申請者は、農地進入路の所有者であり、また、その進入路を挟んで向かい側の田を耕作しておりますので、最低経営面積未満での権利取得の要件を満たしているものとして、権利取得に対する問題はないものと考えます。
以上、議第１号　農地法第３条の規定による、許可申請に係るご説明とさせていただきます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	ありがとうございました。
では、これより議第１号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	議　長
	最低経営面積未満での権利移動は、今回が初めてですか。

	水野
局長補佐
	2,000㎡未満で例外規定を適用したことは、過去に数回ありますが、頻度としては、年に１回、あるかないか程度だと思います。
具体的な例としましては、洞の一番奥の農地について、その位置から判断し、奥から２番目の方に最低経営面積未満でありましたけど、例外規定を適用して許可したという事例があります。

	議　長
	他にはありませんか。

	委　員
	（質疑、意見なし）

	議　長
	ないようですので、お諮りいたします。

議第１号「農地法第３条の規定による許可申請について」、申請のとおり許可することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第１号は申請のとおり許可することに決定いたします。
次に、議第２号「農地法第５条の規定による許可申請について」を議題といたします。
鈴木委員、説明をお願いします。

	鈴木委員
	議第２号　農地法第５条の規定による許可申請につきましては、５件であります。

内容といたしましては、田が４筆、畑が１筆で、合計面積2,247㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	日比野主事
	それでは、議第２号　農地法第５条の規定による許可申請について、ご説明申し上げます。
今月の申請は５件ありました。
議案集では、５ページから１４ページになります。
まずは、７ページ、８ページをご覧ください。
こちらは、先月議案に挙げておりましたが、書類が整わず、審議を見送った申請になります。書類が整ったため、改めて議案に挙げております。
（議案書の内容を説明　５－７４番）
申請地は、稲津町小里地区、興徳寺から西へ約２００ｍに位置しております。
こちらの申請は、譲受人が太陽光発電施設を設置するよう申請するものであります。
申請面積が１,０００㎡を超えておりますので、市の開発協議の対象となっております。
８ページを見ていただきまして、申請地の左下の方にあります５条の７９番は、工事の際、仮設通路を設ける必要があるため一時転用の申請がありましたので、後ほど説明させていただきます。
また、５条の７９番のさらに西側にあります民地も、工事の際に通行することになりますが、地目が宅地ですので、転用申請は不要です。代わりに所有者より、通行の同意書を提出いただいております。
周辺の状況は、用悪水路及び農地に囲まれていますので、隣地承諾書の提出を受けております。
申請地は、中山間地域に存在する農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低いその他の第２種農地であることから、転用はやむを得ないものと考えます。
続きまして、議案集の９ページ、１０ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－７７番）
申請地は、上平町にありますリカーショップふくじゅの南側１００ｍに位置しております。
こちらの申請は、申請者が老後に備え、子どもの住居の近くに土地を購入し、住宅を新築するものであります。
周辺の状況は、宅地及び公衆用道路に囲まれているため、周辺農地への影響はありません。
申請地は、都市計画用途区域の第１種住居地域に存在する第３種農地でありますので、転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、１１ページ、１２ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－７８番）
申請地は、ミュージアム中仙道から西に１００ｍほどに位置しております。
こちらの申請は、申請者が身内の老後に備え、父から土地を借り受けて住宅を新築するものであります。
なお、申請者は農地転用の許可のないまま、令和３年８月ごろ、すでに住宅を建築しておりましたので、始末書の提出を受けております。
周辺の状況は、宅地及び農地に囲まれているため、隣地承諾書の提出を受けております。
申請地は、都市計画用途区域の第１種住居地域に存在する第３種農地でありますので、転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、少し戻りまして、７ページ、８ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－７９番）
こちらの申請は、賃借人が５条の７４番の太陽光発電施設の設置工事の際、農地上に鉄板を敷き、仮設通路を設置するため、一時転用するものであります。
許可期間は許可日から６ヶ月間で、事業者からは農地復元の誓約書が提出されており、農地への復元が担保されております
周辺の状況は、宅地、賃貸人の所有する農地及び太陽光発電施設の予定地に囲まれていますので、周辺農地への影響はありません。
申請地は、中山間地域に存在する農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低いその他の第２種農地であり、一時転用はやむを得ないものと考えます。
続きまして、１３ページ、１４ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－８０番）
申請地は、土岐町にあります桜堂薬師から、北東へ４００ｍのところに位置しております。
こちらの申請は、申請者の営む塗装業の敷地が手狭であるため、近隣に資材置場を取得するよう申請するものであります。
譲渡人は転用許可を得ないまま、昭和５０年頃に申請地の一部に小屋を建てていたため、始末書の提出を受けております。
申請地の周辺の状況ですが、宅地、公衆用道路、原野及び農地となっており、隣地承諾書の提出を受けております。
申請地は、中山間地域に存在する農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低いその他の第２種農地であることから、転用はやむを得ないものと考えます。
以上、議第２号　農地法第５条の規定による許可申請に係るご説明とさせていただきます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第２号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	別段ないようですので、お諮りいたします

議第２号「農地法第５条の規定による許可申請について」、申請のとおり許可相当とすることに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第２号は、申請のとおり許可が相当であるとの意見書を添えて、岐阜県知事に対して進達することに決定します。

次に、議第３号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画（案）について」を議題といたします。
農林課より説明をお願いします。

	水野
局長補佐
	それでは、議第３号　基盤強化法第１８条の規定による農用地利用集積計画案について、ご説明申し上げます。

議案集の１５ページから１９ページをお願いします。
申請番号４４番は、稲津町小里字丸見の田２筆を、借受人に、令和４年１月１日から１０年間、使用貸借権を設定するものであります。

こちらは再設定、更新になります。

場所は１７ページをご覧ください。この地図は稲津町小里須ノ宮地区、「うどんの屏風山」の近くになります。
続きまして、申請番号４５番は、日吉町字嶋垣外の田を、借受人に、令和３年１２月１日から５年間、使用貸借権を設定するものです。
　こちらも再設定、更新になります。
　場所は１８ページをご覧ください。この地図は、日吉町半原地区になります。
続きまして、申請番号４６番は、土岐町字入木の田を、借受人に、令和３年１２月１日から５年間、使用貸借権を設定するものです。
　こちらは新規になります。
　場所は１９ページをご覧ください。この地図は土岐町桜堂地区、「きなぁた瑞浪」の近くになります。
以上、議第３号　農用地利用集積計画案についての説明とさせていただきます。
ご審議の程よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第３号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見なし）

	議　長
	別段ないようですので、お諮りいたします。
議第３号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画（案）について」、計画案を決定することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第３号は、計画案のとおり決定いたします。
次に、議第４号「農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想の変更について」を議題といたします。
農林課より説明をお願いします。

	兼松主査
	議第４号　農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想の変更について説明させていただきます。
議案集では、２０ページから２２ページになります。
令和３年４月１日の、岐阜県の「農業経営基盤の強化の促進に関する基本方針」の変更に伴い、本市においても「農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想」の変更が必要になったため、農業経営基盤強化促進法施行規則第２条に基づき、基本的な構想（案）について意見を求めるものです。
農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想とは、２０ページの１番にありますように、産業としての農業を振興するため、効率的かつ安定的な農業経営体を育成し、これらの農業経営が地域における農業生産の相当部分を占めるような農業構造を確立することを目指し、今後の農政を推進する目標として、農業経営の規模等の指標を定めるものです。
変更の必要性については岐阜県の基本方針が変更されたことに伴い、農業経営基盤強化促進法第６条第３項に基づいて、本市の基本的な構想の変更が必要となります。
岐阜県の基本方針の主な変更内容について、３番に記載してございます。全体としては高齢化の進行、自然災害の頻発等を踏まえた変更としております。また、５年が経過しておりますので、現状値への更新、法改正に伴う文言の修正となっております。
瑞浪市の基本的な構想の変更内容については、２１ページの４番に概要を記載してございますが、お手元の基本的な構想の案に沿って説明させていただきます。
１ページの「第１　農業経営基盤の強化の促進に関する目標」の「１現状と課題」については、現状に合わせた変更をしております。「２　基本目標」については、岐阜県の基本方針に沿って労働時間、所得目標を維持させていただきましたが、「おおむね」の文言を加え、目標とする時間、所得に幅を設けさせていただきました。「３　取組み方針」については、現状の課題を踏まえた取組みへと変更しております。「４　新たに農業経営を営もうとする青年等の育成・確保」については、認定新規就農者を含めた若い世代についての記載へ変更しております。
４ページの「第２　農業経営の規模、生産方式、経営管理の方法、農業従事の態様等に関する営農の類型ごとの効率的かつ安定的な農業経営の指標」、７ページの「第３　農業経営の規模、生産方式、経営管理の方法、農業従事の態様等に関する営農の類型ごとの新たに農業経営を営もうとする青年等が目標とすべき農業経営の指標」については、県の基本方針に沿った数字へと変更しております。
８ページの「第４　効率的かつ安定的な農業経営を営む者に対する農業経営体の農用地の利用の集積に関する目標その他農用地の利用関係の改善に関する事項」については、集積率、各地域の農用地の利用について更新をし、各地域の取組について示させていただいております。
「第５　農業経営基盤強化促進事業に関する事項」については、８ページから１２ページになりますが、法改正に伴う文言の修正、農用地利用改善円滑化団体から農地中間管理機構への変更、その他文言の修正を行っております。
また１７ページ下段、「５　新たに農業経営を営もうとする青年等の育成・確保」については、現行では７としていたものを５へ移動しておりますので朱字としております。
以上で説明を終わります。
ご審議のほど、よろしくお願いします。

	議　長
	ありがとうございました。
では、これより議第４号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	議　長
	この構想（案）について意見を求めるということですが、農業委員会の他にはどこに意見を求めていますか。

	兼松主査
	他には農業協同組合さんに意見を求めています。

	議　長
	　他には。

	委　員
	（質疑、意見なし）

	議　長
	ご意見もないようですので、お諮りいたします。

議第４号「農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想の変更について」、変更案に対し、適当であるとすることに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第４号は、瑞浪市長に対し、適当であると回答することに決定いたします。
それでは以上をもちまして、令和３年第１１回瑞浪市農業委員会総会を閉会いたします。


以上、事務局が作成した議事録は正確であることを認め、議事録署名委員は
下記のとおり署名、押印する。

令和　　年　　月　　日

・議　　長　　

・委　　員　　

・委　　員　　
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